
 

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
生
き
る 

小
学
校
長 

盛
永 

裕
一 

 

九
月
十
一
日
、
広
尾
移
転
百
周
年
記
念
式
典
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
多
く
の
ご
来
賓
・
保
護
者
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
い
た
こ
と
、
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

当
日
、「
未
来
へ
の
新
た
な
一
歩
」
と
し
て
、
小
中
高
連
携
教
育
検
討

会
議
で
ま
と
め
た
「
東
京
女
学
館
が
目
指
す
未
来
目
標
マ
ッ
プ
」
を
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
時
間
の
都
合
で
一
部
し
か
紹
介
で
き
な
か
っ

た
の
で
、
改
め
て
こ
こ
で
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

現
在
世
界
を
見
渡
し
て
み
ま
す
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
や
技
術
の

加
速
に
よ
っ
て
、
私
た
ち
は
社
会
、
経
済
、
環
境
な
ど
の
様
々
な
分
野
で

前
例
の
な
い
変
化
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
未
来
は
不
確
実
で
あ
り
、
予
測

す
る
こ
と
が
困
難
な
時
代
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
、

経
済
協
力
開
発
機
構
（O

E
C

D
）
の
「
教
育
と
ス
キ
ル
の
未
来
２
０
３
０

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
示
さ
れ
て
い
る
三
つ
の

コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー
と
、
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て
、

「
本
校
が
期
待
す
る
児
童
・
生
徒
像
」
に
迫
っ
て
い
き
ま
し
た
。
コ
ン
ピ

テ
ン
シ
ー
と
は
、
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
す
る
人
物
に
共
通
し
て

み
ら
れ
る
」
行
動
特
性
を
指
し
て
い
ま
す
。 

そ
れ
を
ま
と
め
た
も
の
が
、
左
に
示
し
て
い
る
図
で
す
。
縮
小
版
で
す

の
で
、
小
さ
く
て
文
字
が
読
め
な
い
こ
と
お
許
し
く
だ
さ
い
。
ま
た
、「
新

た
な
価
値
を
創
造
す
る
力
」、「
責
任
あ
る
行
動
を
と
る
力
」
に
つ
い
て
は
、

当
日
ご
紹
介
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
配
り
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
五
・
六

ペ
ー
ジ
を
改
め
て
ご
一
読
い
た
だ
け
る
と
う
れ
し
い
で
す
。 

 

１
９
９
０
年
代
の
は
じ
め
、
高
知
県
に
住
む
あ
る
高
校
生
の
投
書
が
ア

メ
リ
カ
の
新
聞
に
載
り
ま
し
た
。
日
本
は
な
ぜ
自
衛
隊
を
戦
争
に
派
遣
し

な
い
の
か
。
そ
れ
を
説
明
す
る
内
容
で
し
た
。
驚
い
た
の
は
、
ア
メ
リ
カ

か
ら
そ
の
高
校
生
に
１
０
０
通
を
超
え
る
手
紙
が
届
い
た
そ
う
で
す
。
シ

カ
ゴ
郊
外
の
高
校
生
が
こ
ん
な
言
葉
を
記
し
て
い
ま
し
た
。 

「
真
に
問
わ
れ
る
の
は
戦
争
を
始
め
る
能
力
で
は
な
く
、
戦
争
を
回
避

す
る
能
力
で
あ
る
。」 

時
を
超
え
、
今
も
通 

じ
る
問
い
の
よ
う
に
思 

え
ま
す
。
式
典
当
日 

「
対
立
や
ジ
レ
ン
マ
を 

克
服
す
る
力
」
の
説
明 

の
中
で
紹
介
さ
せ
て
い 

た
だ
い
た
言
葉
で
す
。 

 

現
代
を
生
き
る
子
ど 

も
た
ち
と
と
も
に
、
未 

来
を
切
り
拓
く
力
を
培 

う
こ
と
が
私
た
ち
の
使 

命
で
あ
り
、
東
京
女
学 

館
の
児
童
・
生
徒
が
よ 

り
幸
せ
な
人
生
を
歩
ん 

で
い
け
る
よ
う
心
よ
り 

願
っ
て
い
ま
す
。 
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東 京 女学 館小 学 校 

令和5年10月6日 

館山校外学習 （9月13日～15日）     3年生担任  

雲一つない青空のもと、７９名の３年生を乗せたバスは磯採集

をする伊戸に到着しました。網とバケツを持って、思い思いの場

所に行き、潮だまりをのぞき込みます。動きの速い魚は挟みうち

をし、岩の下のカニは動いたところを狙って大急ぎで網をかぶせ

るなど、大奮闘！お尻まで水に入る子続出の甲斐あって、ヤドカ

リやカニ、貝、ウミウシ、ウニやヒトデまで捕まえることができ

ました。２日目は地引き網です。潮が引いていたので網が遠くに

あり、なかなか引けません。他の学校の方の力も借りて何とか網

を引き上げると、ネコザメやエイ、ヒラメ、アジ、カニ、イカ等、

たくさんの生き物が入っていました。漁師さんが取れた魚を説明

してくださり、さわらせてもらうこともできて、みんな大喜びで

した。午後はうちわ作りに挑戦です。職人さんが丁寧に作り方を

教えてくださり、プロジェクターに映った手元を見ながら、みん

な真剣に取り組んでいました。できあがった「マイうちわ」は大

満足の出来栄えでした。3日目は坂田でのビーチコーミングです。

貝殻やシーグラスなど、お目当ての宝物をたくさん見つけること

ができました。その後休暇村を後にして、渚の博物館に寄り、ウ

ミホタルの発光体験をしました。ウミホタルを掌に乗せてもらう

と、青白い光を放ちます。初めて見るその美しさや掌の上で動く

もぞもぞした感触は、心に残ったことでしょう。３日間晴天に恵

まれましたが、帰校時には雨。お出迎えの先生方が傘で道を作っ

てくださり、濡れることなく校舎に入ることができました。廊下

の水槽には、採集した生き物が今も元気に生きています。乾燥わ

かめをあげると魚は飛びつき、ヤドカリはつかんで食べていまし

た。そんな様子を見ながら、みんなで楽しかった館山を思い出し

ています。 

 

2年生 虫とり・梨もぎ  9月27日（水）                2年生担任  

明け方の雨も止み、澄み切った秋の空に変わった頃、いつもよりさらに元気な２年生が登校して

きました。事前学習では、梨がどのようになっているか想像して絵を描いたり、A先生の「虫とり

講座」を受けたりしてわくわくが募っていきました。 

まずは虫とり。子どもたちはスタートの合図と共に一斉に草むらに駆け出していきました。「２

種類以上捕まえる」を目標にし、そっと近づいてバッタを捕まえたり、飛んでいるトンボやちょう

ちょうを全力で追いかけたり、子どもたちが虫を真剣な眼差しで見つめる様子が印象的でした。虫

は苦手と言っていた児童も友だちと協力して頑張って捕まえようと最後まで諦めませんでした。お

弁当で元気をチャージした後は、上原園さんで梨もぎ体験です。上原さんと農協の方のお話は興味

津々でメモを取ったり、質問したりして学習を深めました。梨もぎでは、精一杯背伸びして、両手

いっぱいの大きな梨をもぎました。ナップザックにたくさんの梨と思い出を詰め込んで帰ったこと

でしょう。虫いっぱい、梨いっぱい、笑顔いっぱいの充実した校外学習となりました。 

２年Ａ組 児童 

9月27日、私たちは、この日虫とりとなしもぎに出かけました。わたしは、

虫がにが手なので、何もとれないと思ったけれど、なんと、モンキチョウと

てんとう虫がとれました。前の日にビオトープでれんしゅうしたせいかかも

しれません。とることに、む中になり、にが手なこともわすれていました。２

ひきもとれてとてもうれしかったです。つかれた後に食べたおべん当は、と

ってもおいしくて、思わず、「おいしい。」とさけんでしまいました。午後は、

なしもぎです。なしもぎでは、私の顔と同じくらいの大きさのなしを、３つ

もとれます。私は、「そんなに持ち帰っていいの？やったあ。」と心の中でさ

けびました。私はよろこびすぎて、帰りのことを考えず、大きな大きななし

をさがしてもぎました。とっても重くなってしまい、もち歩くのが大へんで

した。とても楽しい１日でした。また行きたいです。 

 
２年Ｂ組 児童 

虫とりでは、黄色いちょうと白くて中が黒いちょうを見つけました。二ひき

のちょうはとてもかわいかったです。さいしょは虫とりをやったことがなかっ

たので、「つかまえるかな」とドキドキしていました。虫をつかまえるたびに

わたしは大よろこびしました。 

おべん当を食べおわったらつぎはいよいよなしもぎです。一人三つのなしを

とりました。なしをとった後は上はら園の人にお話しをしてもらいました。日

本には四十から五十しゅるいのなしがありますが、上はら園では十五から二十

しゅるいそだてているそうです。なしをもってかえって食べてみると、いつも

家で食べているなしとちがって、すごくシャリシャリしていました。 

かえりのバスの中では、お友だちと今日のことを話してかえりました。はじ

めてのことがいっぱいのえん足でした。 

3年Ａ組 児童 

いそさい集のところに着いて、バスから下りた時、と

っても暑くてびっくりしました。はじめにヤドカリを見

つけました。周りを見たらたくさんヤドカリがいたので、

こんなにたくさんいるんだなと思いました。いろいろな

形やもようの貝に入っていて、小さいのもいてかわいか

ったです。次は魚をつかまえたいなと思って、あみを水

中で回していたら赤いヒトデを見つけました。ぬるぬる、

つるつるしていました。先生に見せると「クモヒトデじ

ゃないか。」と言っていました。ヒトデをさわったのはは

じめてだったので、こんなかんしょくなんだなと思いま

した。「そろそろ終わりです。」と言われたときは悲しか

ったです。また、やりたいです。 

3年B組 児童 

わたしが一番心に残ったのは、2日目の地引き網です。

初めてなので、どんな感じなのかとワクワク、ドキドキ

していました。地引き網の場所に着いてマリンシューズ

に履き替えた後、みんなでいっせいに「よいしょ、よい

しょ。」と声を合わせて引っ張りました。わたしも力をふ

りしぼって引き続けました。引いていた時に、「昔の人も

こんなにたいへんなお仕事をしていたんだな。」と思い

ました。あと「これはパパとママのいない運動会なのか

な。」とも思いました。がんばって取ったお魚は、ネコザ

メやエイ、イカなどでした。イカはさわったら、プルプ

ルしていました。 

ぶじに校外学習を終えて帰る時、わたしはうれしいよ

うな、悲しいような気がしました。なぜうれしいかとい

うと、やっと家族に会えるからです。なぜ悲しいかとい

うと、せっかくおとまりになれて楽しかったのに、もう

帰らないといけないからです。また行きたいです。 



 

 
1年生 石拾い 9月28日（木） 

1年担任  

夏のような日差しの中、秋川渓谷へ出かけました。

1 年生としては初めての遠出でしたが、往復のバス

内も現地での活動も、目いっぱい楽しむことができ

ました。川原でさまざまな種類の石を拾っては、「お

いしそうなケーキに見えない？」「この石、白くお絵

かきできるよ。」「つやつやして宝石みたい。持って

帰ろう。」等、友だち同士さまざまな声をかけ合い、

発見を楽しんでいました。水に入ると、「きれい。」

「魚がいるよ！」「ここにさかなのお家を作ろう！」

と大いに盛り上がり、宝石探し、温泉づくり、石積

み競争、お城づくり…等たくさんの遊びを工夫して

行いました。 

心のこもった美味しいお弁当にとびきりの笑顔を

見せた１年生。帰りに、石が入ったナップザックを

重い重いと言いながら背負う面々もキラキラした表

情でした。元気いっぱい、１日よく頑張りました。 

 

10月の行事予定 

すずかけの授業『箏曲』     すずかけ担当   

Ａ先生、Ｂ先生のご指導の下、１年生は「ロバさん」2年生は「うさ

ぎ」3年生は「かごめかごめ」4年生は「越天楽今様」5年生は「こき

りこ節」6年生は「さくらさくら」をお稽古しました。先生方には、演

奏方法だけでなく、お箏の知識や演奏する際の心構えも教えていただ

きました。周りの音を聴きながら演奏すると音が一つになり、皆で気持

ちを合わせる感覚を体感することができました。演奏以外でも、隣のお

友達の演奏に合わせて歌を歌ったり、手拍子をしたりして、お箏の美し

い音色に耳を澄まし余韻を楽しむ心穏やかなひと時となりました。 

毎年、「良い楽器で、子どもの頃から本物の良さを知ってほしい」と

いう願いを込めてお箏をお貸しくださいます生田流箏曲松の実會家元

であるＮ先生に、この場をお借りして心より御礼申し上げます。 

広尾移転100周年記念式典 

創立記念日の9月11日に、東京国際フォーラムで「広尾移転100周年記念式典」が開催さ

れました。式典に参加した小学生は、館長先生や校長先生、来賓の方々のお話、児童生徒代表

の祝辞など、プログラムをそれぞれに傾聴することができていました。 

後日、この日のことを日記に記したり話し合ったりした学級がありました。…校歌には女学

館生のあるべき姿が歌われているというご来賓のお話、夢を実現されている海外ご在住の卒業

生の輝きやお言葉…心に響いた数々のことの中でも特に話題にのぼったのは、「女学館フィル

ハーモニーオーケストラによる演奏」でした。小学校1年生から卒業生、保護者・教職員等参

加された方々の奏でられた音色や真剣な眼差しに、皆、感銘を受けたのです。 

東京女学館にご縁のある多方面の方がご参集になり、同じ時、同じ舞台を観て過ごさせてい

ただいたことで、こよない心の対話をもつことができました。 

子どもたちが、東京女学館の小学生であることに誇りを持ち、 

これからの学校生活を更に楽しみ輝いていってくれますように 

と改めて願いを深めております。   小学校教頭 下田 栄子 

 
10月の生活目標 「礼儀作法を正しくする」 

礼儀作法は、人と人とが気持ちよく生活するために大切なものです。特に明るい気持ちのよい挨拶や丁寧な言葉遣い、最後まではっきり話すことは、生活の基本でもあります。

そして、素直に「はい」と返事をする習慣も大切にしたいものです。また、近頃、友達の名字を呼び捨てにしたり、乱暴な言葉遣いで話したりしている姿をよく見かけます。相手

が不快に思う呼び方や話し方を改め、優しい言葉やきれいな言葉がたくさん聞こえる学校にしたいと思います。ご家庭でも、「礼儀作法見直し月間」としてお取り組みください。 

 

東京女学館小学校ホームページ https://tjk.jp/p/ 

白菊会バザー   9月24日（日）          総括部長  

今年も昨年と同じく、前半が一般の方、後半が在校生と2部に分かれての開催となり

ました。後半はたくさんの在校生が参加して、会場が活気に包まれました。特に、魚釣

りと輪投げ、キャンディーレイの売り場、ハーバリウム作りは例年通りにぎわっていま

した。今年初めての「おやつバイキング」は、整理券を配布するほど大人気になってい

ました。福引の景品を渡す所にも OG の方や中学生がお手伝いをしてくださり、その振

る舞いからも女学館の伝統を感じることができました。お友達やお家の方と楽しそうに

会場を回る姿を見てこちらも笑顔になると 

共に、来年は通常の形で開催されることを願いました。 

白菊会の方々が多くの時間を費やしてご準備してくだ 

さったことが伝わるすてきなバザーで、会場を去った 

後に温かい気持ちになれました。 

白菊会の皆様に感謝の気持ちでいっぱいです。 

 

１ねんＡぐみ 児童 

いしをひろったときやったー！とおも
いました。きれいないしをみつけました。
どれもかたちがちがいました。はんでは、
かわをつくりました。わたしは、かわの
したをつくるやくでした。おひさまがさ
んさんになっていました。 

１ねんＡぐみ 児童 
わたしはひろったいしでかおをつくり

ました。ういんくのかおやほほえんでい
るかおのいしもありました。かわのなが
れがとてもきれいでみとれました。どー
んじゃんけんぽんをしてあそびました。 

 

 

1ねんＢぐみ 児童 
かわであそんでいるとちっちゃいおた

まじゃくしみたいなおさかながおよいで
いました。ちかづこうとしましたが、いわ
のかげにかくれてしまいました。いしがぬ
るぬるしていてあるきにくかったけど、み
ずはとてもきもちよかったです。 

１ねんＢぐみ 児童 
くちがあいているいしをみつけました。

木のぼうを、かわのみずでぬらしてめをか
いたらおもしろくなりました。めをつけた
いしをおともだちにみせたら、わらってく
れてうれしかったです。 

 

1日  (日) 都民の日・読書月間（月・水・木）～11月30日まで 
2日  (月) 更衣（紺の帽子） 
3日  (火) 児童朝会・各委員会(10月分) 
4日  (水) お弁当給食(4～6年生) 
5日 (木) 2年生道徳「犬とのふれあい」（シモゾノ学園の方来校） 

4年生とびらチェコ大使館訪問・5年生とびらTGG訪問 

6日  (金) 体操朝会・水泳実習終了・クラブ活動 

9日 (月) スポーツの日 

10日（火） 児童朝会・通学路別下校訓練14時15分～ 

11日（水） お弁当給食(1～3年生) 

12日 (木) 避難訓練 

13日 (金)  体操朝会・クラブ活動 

      全校一日授業参観４時間授業(保護者勉強会) 

 

16日（月） 3年生図工（世田谷美術館の方来校） 

17日（火） 音楽朝会 

19日 (木)  交通安全教室(渋谷警察) 

20日 (金)  体操朝会・クラブ活動 

23日 (月)  5年生体験学習(防災館) 

24日（火） 児童朝会・各委員会(11月分) 

25日（水） 2年生ブリティッシュスクール訪問 

27日（金） 体操朝会・クラブ活動 

31日（火） 1～4年生給食後下校 

      5・6年生掃除・午後入試準備・係児童説明会 

児童感想（すずかけノートより）       4年B組 児童 

１回目 

４年生になって初めてのおことのお授業でした。弾いた曲は「越天

楽今様」です。初めの部分はかんたんでしたが、最後の方は音が高く

なったり低くなったりするので、少しむずかしかったです。今日はメ

ロディーを練習して、次回は伴奏を演奏します。この曲は、春の曲な

のかなと思いました。 

２回目 

今日は伴奏を練習しました。爪を使わないで弾いたので、少し指が

痛かったです。左手はできたけれど、右手は、手前側に引く時に親指

が中指と人さし指にまけてしまうので、親指を上に引き上げるように

したら、いい音が出ました。調べてみたら、「越天楽今様」は①春②夏

③秋④冬の４番まであることがわかりました。 

 

 

5年生社会科見学 日産自動車工場       9月27日（水） 

5年A組 児童 

私は今回の社会科見学で印象に残ったのは「組み立て」です。なぜかとい

うと、組み立てでは、お客様が注文した車を作業員が手際よくつくっていた

り、赤い服を着た人が「ラクラクハンド」という機かいを使って、ハンドル

の部分をつけたりしていたからです。他には、工場内に信号があったり、大

人用の三輪車やドアを運ぶ無人ロボットなどがあったりしました。日産の名

前の理由は「日本の産業を豊かにしたい」という意味です。私は、今回の社

会科見学でその意味がよく分かりました。日本の産業が豊かにできたら、も

っとたくさんの車が作れると思ったからです。今回の社会科見学はとても印

象に残りました。 

 

 

5年B組 児童 

日産の見学をして、私はもっと車のことについて好きになりました。

私が一番勉強になったことは、日産という名前が「日本の産業をゆたか

にする。」という目標から来た、日本の日と産業の産をとって「日産」だ

そうです。他にも工場内を見学して教科書にのっていないことや、ふつ

うでは体験できないことをさせていただきました。こども宇宙科学館で

は、たのしいアクティビティーや、体をつかって体験したことが多かっ

たので、体で学ぶという特別な体験をさせていただきました。バスの中

ではとなりのお友達や周りの子たちと楽しく遊ぶことが出来ました。こ

れからは、もっとくわしく車のことについて調べていきたいと思います。 


